
様式１（高等学校）

【高等学校用】

令和５年度学校評価 計画

中間評価 ５ 最終評価
（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標

（数値目標）
進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●授業のさまざまな場面で、主体的・計
画的に学習活動に取り組む姿勢を養う。

○「授業で、主体的に学習することがで
きるようになった」と答えた生徒が70％
以上。
○「学習時間を確保し、予習や復習など
を計画を立てて勉強することができた」
と答えた生徒が70％以上。

・ 全国模試を通して成績を測定する一
方で、指導のポイントを明確にする取組
を行う。
・ 定期的に志望校調査を行い、進路検
討会でその目標を達成するための手だ
てを明確にする。
・ 一定の自宅学習時間を確保させるとと
もに学習時間確保のためのタイムマネ
ジメントを行わせる。

・ ・ ・

◎他者の考えや意見を聞く機会を設定
し、生徒に物事についての多様な考えを
身につけさせる。

◎「総合的な探究の時間や各教科で、
協働的な活動の取組ができた。」と答え
た生徒が70％以上

・ 総合的な探究の時間を中心に、協働
的な取組を積極的に行い、話す能力、
聞く能力を育む。
・ 学期末にアンケート調査を実施し、協
働的な活動によって得られた知識や新
たに見つかった課題などに気づかせる。

・ ・ ・

●生徒が、自他の生命を尊重する心、
他者への思いやりや社会性、倫理観や
正義感、感動する心など、豊かな心を身
に付ける教育活動

◎7月と12月に行う「北高ルーブリック」
で、生徒の成長がみられる。
〇「学校は、自他の生命を尊重する心、
他者への思いやりや社会性、倫理観や
正義感、感動する心など、豊かな心を身
につける教育活動をおこなっている」と
答えた生徒80％以上
○部活動加入率： 90％以上

・北高ルーブリックを活用し、生徒の自
己の成長を促す。
・学校行事、部活動、生徒会活動、校外
活動等への積極的参加を促進し、他者
と協力して共通の目標を達成する力を
養う。
・SOSの出し方教育を行う。
・スクールカウンセラーによる講話を行
う。
・生徒や保護者の円滑なカウンセリング
利用
・講演会や国際交流を推進し、多様な価
値観に触れる機会を設ける。
・地歴公民、その他の教科における人権
教育の実施を呼びかける。

・ ・ ・

●いじめの早期発見、早期対応体制の
充実

○いじめ重大事案件数：　0件
○「いじめ」防止等について組織的に対
応ができていると回答した教職員の割
合が７０％以上

・年２回のアンケート調査の実施
・アンケート後１週間以内に集計の完成
と情報の共有を行う
・覚知の際に各分掌で協力し早期の対
応を行う。
・生徒総会においていじめ撲滅宣言を行
い、生徒間での意識の共有を図る。

・ ・ ・

○生徒が自主的・自律的に行動でき、自
らの行動に責任を負うことができる指導

○「学校は、生徒が自主的・自律的に行
動でき、自らの行動に責任を負うことが
できる指導を行っていると思う」と答えた
職員が70％以上
○「北高生は、生徒が自主的・自律的に
行動できている」と答えた生徒70％以上

・服装や生活について自ら考えさせる指
導を行う。
・校則について生徒会主体で考え遵守
する指導を行う。
・自転車マナーについての指導を行う
・全職員および生徒会と連携し自律した
生活を促す。

・ ・ ・

○興味関心の幅を拡げ教養を深める中
で、豊かな心を育む

○「学校は、読書活動の活性化に努め
ていると思う」と答えた職員が70％以上
○「私は、本を読んでいると思う」と答え
た生徒70％以上

・新着案内などの掲示場所を増やす。
・朝読書指導などクラスでの活動を増や
す。
・図書紹介のPOP作りをする。
・文化祭での取り組みを図書委員の主
体的なものとする。

●望ましい食習慣と食の自己管理能力
の育成

●「健康に食事は大切である」と考える
生徒９５％以上

・生活状況調査、食に関する意識調査
の実施
・保健だよりの発行
・保護者への個別の連絡

・ ・ ・

○心身の健康問題に対する自己管理能
力の育成

○健康診断（歯科検診）後の受診率を
前年度より５％向上させる
〇睡眠時間を十分に取れていると考え
る生徒６０％以上

・睡眠に関する意識調査の実施
・保健だよりの発行
・生徒への全体指導と個別指導

・ ・ ・

●業務効率化の推進と時間外勤務時間
の削減

●「定時退勤推進日等の設定、積極的
な休暇取得の奨励などによって、長時
間労働の縮減・解消に対する意識が高
まったと思う」と答えた職員が80％以上

・定時退勤日の設定
・学校閉庁日、年休取得推進期間の設
定
・部活動休養日の設定
・PCを使ってのアンケートが可能なもの
は利用する。

・ ・ ・

○教職員の連携促進 ○「職員間での意見交換や連携しやす
い雰囲気作りができていると思う」と答え
た職員が70%以上。

・現状に合った取組を考えながら、行事・
企画を精選する。
・業務の進捗状況の共有に努め、職員
間のフォロー体制を強化する。

・ ・ ・

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容
成果指標

（数値目標）
進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○ICTの活用

○ICTを活用した情報収集や情報発信 ・「学校は適切にＩＣＴを活用して情報を
発信していると思う」と答えた職員・生
徒・保護者が７０％以上

・ホームページ上の学校に関する情報を
整理し随時更新する
・中学校説明会用の学校紹介資料を作
成する。
・保護者のアンケートでICTを利用して業
務削減を行う。

・ ・ ・

★唯一無二の誇り高き学
校づくり

★実践的・体験的な活動の充実と県内
外への情報発信

★自分の学校を中学生に勧めることが
できる生徒の割合９０％以上、教職員の
割合９０％以上

・地域の幼稚園・小学校との交流やボラ
ンティア活動に積極的に取り組む。

・ ・ ・

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育　★･･･唯一無二の誇り高き学校づくり

５ 総合評価・
  次年度への展望

・
・
・

●心の教育

●健康・体つくり

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

主な担当者重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価 学校関係者評価

主な担当者

●学力の向上

２ 学校教育目標
・自主・自律を重んじ、生徒の可能性を認め、主体性を伸ばす。
・生徒が互いを尊重しあい、多様性を認め、他者と協働しながら、社会的変化を乗り越えられる逞しさを養う。
・生徒一人一人が自己の資質・能力を伸ばし、豊かな人生を切り拓き、より良い社会を実現していくために必要な人間力を育成する。

３ 本年度の重点目標
・主体的、対話的で深い学びの実施による「確かな学力」の向上
・自己を分析し、自身の適性や将来の姿を見据えた主体的な進路選択とその実現
・他者への共感、多様性の尊重を目指した寛容な心、思いやりの心の醸成

４ 重点取組内容・成果指標

学校関係者評価重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である学校名 佐賀県立佐賀北高等学校（全日制）

１ 前年度
  評価結果の概要

・教員間で情報を共有したり、方策を議論したりすることで、生徒が主体的に学習に取り組むことができるようになった。
・北高ルーブリック評価表を活用し、生徒が自分自身について振り返りをするという試みを実践し、全体的には生徒の自己肯定感の高まりを確認することができた。
・教員間の連携を図り、効率的に業務を遂行することができた。今後も分掌・学年と連携を強化していきたい。


